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1.　袷長着縫製上，裾合わせをする際，従来 裾に量感

をもたすためと裾回し 布保護のため，裾芯を入れること

が習慣づけ られて今日に至っている。 然し時 代によって

出枇 の分量には差があり， 今日におい ては僅か0.3  cm～

0.35 cm 内外 の出枇分量になってい るが， 各種 文献 をし

らべても殆んど「裾芯を入れる」と記載されており，デ

パートの既成 品オール化繊 地のものにも同様に扱われて

い るので， この習慣 が合理的 であるかどうかをし らべる

ために本実験を試みた。

2.   A. 試 料. a 表地…本モス他９種。 b. 芯 地…木綿

他５種。B. 実験方法，a 摩耗試 験: 学振摩擦 堅牢 度試

験機 を使用し，摩擦 子: エメリーペーパーNo.  0番: 回

転数30 回/分: 押圧荷重:200 g におい て測定。 ｂ 防 皺

度： 東洋精機KK 製JRC クリーズレカノ泗 － テ ス ター

を使用し,    5 cm  X 1.5 cm の大 きさの表地試 料をはさん

だ状態で二つ折にし て500 g の荷重を５分かけ 除重後 ５

分放置し 開角度 から求 めた。

3.　芯地を入れることによって表地 の耐摩耗性は向上

する場合が多かった。また防皺度につい て分散分析 の結

果，芯地に関して有意，表地に関して高度に有意であ る

ことがみとめられた。糊抜木綿，着古し たモ スを用い た

場合，特に良好な結果を斜 だ。


